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概要

− ボードプレート 2枚 (16×16ドット) 
− カバ 12個
− ワニ 12個
− バッファロー 12個
− アフリカハゲコウ 12個
− 幹 12個
− 箱

2～3人用ルール

ボードプレートをテーブルの中央に置きます。これは動物たちが水を
飲み、穏やかにリフレッシュする「湖」を表しています。

他のプレートを使用したり幹で角を作ったりしてボードのサイズを変
えることができます。また、幹などを障害物として追加してもよいで
しょう。プレイヤー全員が合意した上で配置してください。

プレイ可能な広さ(突起の数)は、プレイ人数の128倍以下でなければな
りません(つまり2人プレイなら256個、3人プレイなら384個)。付属の
プレートは突起の数が256個なので、角や障害物がない状態でも2～3
人プレイに適していることに注意してください。

初期配置例: 「角」の幹でボードのサイズが決められています
(赤い枠)。内側にある幹は障害物として扱います。

スタートプレイヤーを決めます。最初にスタートプレイヤーが自分の
使いたい動物を選び、残りのプレイヤーが手番順に動物を選びます。

手番では、各プレイヤーは自分の動物1匹を湖上のどこかに置かなけ
ればなりません。この際はグリッドに対して完全に合うように置いて
ください。動物を他の動物や障害物の上に置いたり、ボード外に動物
の全体あるいは一部がはみ出した状態で置くことはできません。これ
らの制限に従ってボード上に動物を置くことができない場合はゲーム
から脱落します。

アフリカハゲコウには配置に関する例外があります。ゲーム中に1回
だけ、プレイヤーは自分のアフリカハゲコウ1匹のくちばしまたは足
をボード外にはみ出して置くことができます。

ボード上に最後に動物を置いたプレイヤーの勝利です。

3人での短時間プレイの終了例:
(カバ、ワニ、アフリカハゲコウ)

これ以上ルールに従って動物を置くことはできません。
最後に置かれたのはワニだったので、ワニの勝利です。

アフリカハゲコウの1匹が、ボードからくちばしがはみ出した
状態で置かれていることに注目してください。

備考 

戦略: 自分の動物だけが収まる「穴」を作りましょう。そうすることで
後々そこに置くことができるでしょう。

前述のように、レゴブロックなら木でも、石でも、ボートでも、植物
でも障害物として使うことができます。

障害物を使う場合、突起の数が128個×プレイ人数を超えない限りは
できるだけ大きなプレートを使うことをおすすめします。

4人プレイバリアント: 4人プレイでは必ずペアになってプレイします
(手番順は交互になるようにします)。最後に動物を置いたペアの勝利
となります。

2人プレイバリアント: このバリアントでは、各プレイヤーは2種類の
動物を選ぶことができます(例えば、カバ+ワニ 対 バッファロー+アフ
リカハゲコウなど)。ボードの最大サイズ(突起の数)は512個です。

さらなるセット: 好きな数のセットでプレイすることができます。
この場合、突起の数の最大数は128個×セット数となります。
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Translation by Atsushi Matsumoto

カバとワニは Néstor Romeral Andrés がデザインした2～4人用ボード
ゲームで、プレイ時間は10分です。ゲームの目的は、湖の上に動物を
置く最後のプレイヤーになることです。

このエディションはレゴブロックと互換性があるため、好みに応じて
他のボードプレートを使用したり障害物を追加したりすることができ
ます。
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バリアント




